
バングラデシュにおける輸出用ゴマのバリューチェーン強化プロジェクト

◼ プロジェクト概要
パートナー企業： 株式会社ユーグレナ（日系企業）、グラミンユーグレナ（現地合弁企業）
目的 ：生産物の品質向上や能力構築等により高品質なゴマを安定的に調達することを

可能にし、安定的な輸出バリューチェーンを強化
対象地域： バングラデシュ ラジバリ県、パブナ県
活動内容： ①トレーニング・技術的支援
 ②能力構築、設備支援、インフラ整備支援

③品質の向上 等
対象農家数： 1,000
期待される成果： 農家のスキル向上、生産性向上、品質向上、農家の生計向上、安定的
なゴマの調達等
事業期間： 2年間（2026年2月-2027年12月)
事業予算： $582,486

◼ 実施体制

役割：プロジェクトの
全体管理、トレーニン
グ・資材提供等

役割：IFADへ資金を拠
出、プロジェクト全体の
モニタリング

ゴマを収穫している様子

民間企業が取り組む安定的な輸出バリューチェーンの構築、生産物の品質向上や
生産者の能力構築等の取組を支援する、ELPSイニシアティブの第３号案件

◼ 対象地域

ゴマ生産農家

写真提供：ユーグレナ、IFAD

役割：技術指導、農家との協力関係
構築、マーケットへの連結等

パブナ県

ラジバリ県
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